
中 1-l 新 蘭 2019年 (令和元年)10月20日  (日曜日)

戦
時
中
、
太
田
川
上
流
の
安
野
霧
菱
電
所

（安
芸
太
田
町
）
の
建
設
工

事
に
中
国
人
翁
窓
塁
「が
強
制
連
行
さ
れ
、
雇
用
主
の
西
松
建
設
舎
昼
示
）

と
の
和
解
が
成
立
し
て
１〇
一年
を
記
念
し
た
集
会
が
１９
日
、
広
島
市
中
区

で
あ

っ
た
。
そ
の
後
も
日
中
交
流
を
続
け
て
き
た
支
援
者
た
ち
が
、
草

の
根
活
動
が
生
み
出
す

「真
の
和
解
」
が
歴
史
問
題
に
与
え
る
意
義
を

語
り
合

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綸
仲麹
虫
弥
）

中区で集会支援者ら意義語り合い
安
野
発
電

所
で
の
中
国
人
強
制
連
行
の
和
解

か
ら
”
年
の
節
目
に
開
か
れ
た
集
会

コ
小
島
安
野

。
中
国
人
被
害

者
を
追
悼
し
歴
史
事
実
を
継

承
す
る
人
ご

の
川
原
洋
子
事
務

局
長
（６９
）
が
、
２
０
１
０
～
１３

年
に
６
回
に
わ
た
り
４
差
喜
「や

遺
族
計
１
７
３
人
を
現
地
に

招
い
た
活
動
を
写
真
で
紹
介

し
た
。
当
時
を
知
る
町
民

，」交

流
し
た
遺
族
に

「日
本
を
恨
む

気
持
ち
が
和
ら
い
だ
」
と
感
謝

さ
れ
た
経
験
か
ら

「日
本
に
は

強
制
労
働

の
資
料
や
現
場
が

残
さ
れ
て
い
る
。
遺
族
よ
り
多

く
の
こ
と
を
知
る
現
地
で
事
実

を
伝
え
続
け
た
い
」
と
力
を
込

め
た
。

強
制
連
行
さ
れ
た
中
国
人
３

６
０
人
は
劣
悪
な
環
境
で
ト
ン

ネ
ル
エ
事
な
ど
を
強
い
ら
れ
、

こ
の
う
ち
２９
人
が
死
亡
し
た
。

損
害
賠
償
を
求
め
た
元
労
働
者

と
工
事
を
請
け
負

っ
た
西
松
建

設
の
間
で
０９
年
に
和
解
が
成
立

し
た
。
和
解
金
２
億
５
千
万
円

で
基
金
が
つ
く
ら
れ
、
被
害
者

調
査
や
補
償
、
発
電
所
を
望
む

記
念
碑
の
建
立
な
ど
に
生
か
さ

れ
た
。

中
国
人
労
働
者
を
支
援
し
て

き
た
内
田
雅
敏
弁
護
士
も
登
壇

し

「司
法
に
よ
る
和
解
後
、
事

業
を
共
に
進
め
る
中
で
真
の
和

解
が
生
ま
れ
た
」
と
強
調
。
歴

史
問
題
に
詳
し
い
東
貢
芙
一大
学

院
の
外
村
大
教
授
も
、
市
民
同

士
の
和
解
の
実
践
例
を
広
め
て

記
録
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
訴

え
た
。

集
会
で
は
遺
族
２
人
も
発
言

し
た
。
山
東
省
か
ら
初
め
て
訪

れ
た
遺
族
の
許
立
成
さ
ん
（５９
）

は

「父
が
苦
し
み
働
い
た
場
所

を
見
た
い
。
交
流
を
続
け
て
く

れ
た
人
た
ち
に
感
謝
も
伝
え
た

い
」
と
話
し
た
。

２０
日
は
午
前

購
霙
瘤
藷
電
耀
け鍵
勢

安野発電所建設工事の中国人労働者と雇用主


